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2017年度社会福祉学会・自主研究助成による研究報告

施設見学

報告者　池濱友輝・原田歩美・平田智之・西星哉・磯川健太郎・
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2017年度鹿児島国際大学社会福祉学会講演会

地域包括ケアシステムにおける看取りについて考える
～福祉職と医療職との連携の実際について～

講師　　認定NPO法人 ホームホスピス宮崎・理事長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人 全国ホームホスピス協会・理事長

　市　原　美　穂　氏

鹿児島国際大学社会福祉学会 年 会
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2017年度鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科講演会

地域包括ケアシステムの構築と大学院教育

講師　日本福祉大学大学院特別任用教授
　野　口　定　久　氏

日時：11月25日（土）午後2時30分　
場所：鹿児島国際大学　7号館　経済学部会議室
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福祉 大学

学

講演後の質疑応答の一例

福祉

　 福祉

社会福祉 会

大

　 会

社会

福祉 社会福祉 社会福祉 会

福祉 社会

　

３　 福祉

　

　社会福祉 大学

　 福祉

　社会福祉 大学 学 大学



第17号 鹿児島国際大学社会福祉学会誌　ゆ　う　か　り 2018年３月17日

ゼミ紹介
猪飼ゼミ

（キャリア形成ゼミ）

鹿児島国際大学( 鹿児島 大学) 年 大学 大学

学 日 学 学

大 際 号

大学

大 学

学 年

日 大 日 日

大学 年 学

学 鹿児島 学

学 大学

学 大学 学

学

学

年 学 大国

大

３

年

学 年

３年 学

　　　　　　　　　３年 　 　 　　 島　 　　 　 　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　 年 　 　 　　 　　



第17号 鹿児島国際大学社会福祉学会誌　ゆ　う　か　り 2018年３月17日

ゼミ紹介

岩崎ゼミ

３年 大学 学 大

学

福祉 年 福祉 学

国 社会

福祉 福祉

①坂之上地区の小規模施設の訪問と交流

学

学 児 会 学

学

②大和村フィールドワーク

大 福祉

学

大

会

学

会

③国家試験受験対策

社会福祉 国 国 福祉

福祉 学 福祉 国 W
月

④そして、時々遊ぶ

会 DVD 会

年 学



第17号 鹿児島国際大学社会福祉学会誌　ゆ　う　か　り 2018年３月17日

ゼミ紹介
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ゼミ紹介
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ゼミ紹介

高橋ゼミ

ゼミのコンセプトは、「旅する福祉」

社会福祉 学 島 福祉

平成29年度のゼミ　獅子島調査（2017年６月）
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 新任の先生をお迎えして
鹿児島国際大学に着任して思うこと

社会福祉学科　准教授　上 田 雪 子

年 月 福祉 社会福祉学 鹿児島
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学生の皆さんと共に学ぶ機会を得て－教育実習に想う－
社会福祉学科　特任准教授　古 賀 政 文
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社会福祉学科　准教授　山 下 利恵子
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ゆうかり編集委員特別企画

車イス生活で大学のバリアについて知ろう！

　普段、私たちは大学で自由に過ごしています。でも、もし車イスで大学生活をしたら、きっと色々と

暮らしにくさがあるのではないかと思い、この企画を考えてみました。生活の場所としては、大学内で

普段行く必要のある場所としました。番号が、探索した順番です。

①①

体育館・フィールドハウス体育館・フィールドハウス

②②⑧⑧
③③

④④

⑤⑤

⑥⑥⑦⑦

⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

結構広いな！

　まず、みんなで、昼食を食べながら、どこ
から回るか、作戦会議です。ちなみに、昼食
はオムライスとオムカレーでした。１２月２
日（土曜）の午後、天気は曇り、雨が降らな
くてよかったです。

① ゆうかり会館
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そこで、図書館の人に頼んで、奥にある別
のエレベーターを使うことになるのです。
これは不便ですよね。

最初に、図書館に向かいました。図書館は
いったところが、二階だということは、み
なさんご存知ですね。では、車イス場合には、
三階にどのようにして行くか知っています
か？実は、普段みなさんが使っているエレ
ベーターではなぜか行けないのです。

② 図書館

い ！

ない ！

図書館から、次に７号館に向かいました。
途中の道はデコボコが多く、車イスの運転
は意外と大変でした。特に、雨の日には大
変だと思います。
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私たちが、よく講義を受ける５
号館の多目的トイレは、広く快
適でした。車イスでも、余裕で
回転できました。これだけ広い
と、介助の方も楽に入れるので、
うれしいです。でも、残念なこ
とに、二階の多目的トイレは、
鍵が壊れていて、使えない状態
でした。

④ ５号館

社会福祉学科は、７号館と５号館でよく講義
があります。だから、７号館と５号館の行き
来に、バリアがあると大変です。調べてみると、
７号館と５号館の間には、不便な箇所がある
ことが分かりました。

③ ７号館

７号館から５号館へむかうところですが、
この渡り廊下は、実は車イスは使えないの
です。写真のように、５号館と 7号館の渡
り廊下には、段差があります。

５号館の段差 ７号館の段差

1階の多目的トイレ ２階の多目的トイレ



第17号 鹿児島国際大学社会福祉学会誌　ゆ　う　か　り 2018年３月17日

⑦ ４号館

⑥ 学生総合支援センター

４号館の多目的トイレは、とてもハイテクで、
ボタン一つで開け閉め可能です。中も広くて、
快適なトイレでした。

２号館は、フィールドハウス側には、エレベー
ターがあるのですが、５号館側にはエレベー
ターがありません。２号館の一階の廊下は繋
がっていないので、少し残念です。また、多
目的トイレがないのも困ります。

⑤ ２号館

ない ！

ここは、自動ドアで、しかも屋根があるので、
雨の日も快適に行き来できます。
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ここの多目的トイレは、なぜか女子トイレの
中にあります。これは、どうしてこのように
なったのか分かりませんが、男子は使えませ
ん。残念です。

⑧ １号館

なぜか、女子トイレのマークと多目的トイ
レが同居しています。

女子トイレの中は、きれいに仕切られています。

多目的トイレの中もとてもきれいです。快
適なトイレですね。
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⑨ ８号館

無事、８号館へ到着しました。８号館のエレベーター内は、とても広くて、快適に回転できます。

ここで一つ大きな疑問が湧きました。８号館
の中は、バリアフリーになっていますが、８
号館の車イスの人が、学生総合支援センター
やフィールドハウスなどに行くときはどうし
ているのでしょうか？

それでは、私たちが日頃行く機会のない８
号館へ向かっています。

階段だけで、スロープがありません。

多目的トイレも完備されていて、８号館の
中は、車イスでも快適に過ごせます。



第17号 鹿児島国際大学社会福祉学会誌　ゆ　う　か　り 2018年３月17日

⑪ フィールドハウス

⑩ 学　食

な いな！
な

無事、ユーカリ会館へ帰ってきました。
吉永君が疲れたので、途中から参加した
柿木さんに変わっています。

ついに、ゴールのフィールドハウスです。今回、
疑似体験を行うことで、普段、気付かないバ
リアを知ることができました。今後は、他の
障害の疑似体験を行うことも必要だと感じま
した。雨が降らなかったので良かったです。
それに、１２月なのに、そこまで寒くなかっ
たのが、ラッキーでした。

もし、桜坂から、行くとなるとこんな感じで、
とても急です。しかし、スクールバス発着
所側からは、スロープやエレベーターがな
いので行けません。

な

！
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社会福祉学科イベント
入学式

代表：社会福祉学科1年２組　元 見 竜 也

年 学 学

学

３月 学 学

学 際

大学

会

学

日 学 会 学 日

会 学

社会福祉

社会福祉

年 ３年 年 学 社会福祉

福祉 年

福祉 学 ３年 年

国 学年 国

社会福祉 福祉 学

学 年

学
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社会福祉学科イベント

ソーシャルワーク実習の感想及び意見

社会福祉学 社会福祉 国 年

大

児 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　 　

児 学

日 学

日

日

学 大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　 　

社会 学

大

学

福祉 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　 　

鹿児島 福祉

国 福祉

福祉

学 福祉 社会

会 学 福祉

社会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　 　

鹿児島

学
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学 月

　　　

児 　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　 児 　 　

児 児 福祉

学

児 年

会

社会福祉 会 　　　　　　　　　　　　　　　       社会福祉 会 　　 　

年 社会福祉 会 学 社

社会福祉 会

日

社会福祉

社 会 会

日

学

社会福祉

福祉

社
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社会福祉学科イベント

精神保健福祉士養成課程「精神保健福祉援助実習について」

大

月 月 月 月

鹿児島 ( 福祉 ) 福祉

学 福祉 ( 福祉 )
日 日

学

際

学 大学 学 学

福祉 学

学 学

学

学 学

月

会

会 会

学 福祉 会

学

会 学 大 福祉

福祉

 



第17号 鹿児島国際大学社会福祉学会誌　ゆ　う　か　り 2018年３月17日

社会福祉学科イベント

介護実習

福祉 年 年 日 年

年 福祉

学

年 鹿児島 福祉

日

大

島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

島

際

際
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社会福祉学科イベント

教育実習

学 学 福祉 学 社会

学 月 月 学 学

学 月 月

（中学校・高等学校）

 学  ３年  月 日 月 日

①大変だったこと

大

②勉強になったこと

学

③感　想 ３

学

 学  年３  月 日 月 日

①大変だったこと

②勉強になったこと 際 学 学

学

③感　想 日 学 日誌

　   福祉学  月 日 月 日

①大変だったこと 大

②勉強になったこと 日

③感　想

　  学  年  月 日 月 日

①大変だったこと ３年 大

②勉強になったこと 学

③感　想 学 日 会

大 会
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　  第 鹿 学  年  月 日 月 ３日

①大変だったこと 大

②勉強になったこと 学 学

③感　想 ３

（特別支援学校）

　  鹿児島 学  年 学  月 日 月 日

①大変だったこと

大

②勉強になったこと

学

③感　想 際

　  学  学 年３  月 日 月 日

①大変だったこと 大学 大

②勉強になったこと 大

③感　想 学 大

　  学  学 学  月 日 月 日

①大変だったこと 大

②勉強になったこと 児

③感　想 日児

児

　  学  年３  月 日 月 ３日

①大変だったこと

大

②勉強になったこと 学

学

③感　想 学 大

　  学  学 学  月 日 月 日

①大変だったこと 大

②勉強になったこと

③感　想
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社会福祉学科イベント

新入生ゼミⅡ「福祉施設見学研修」について

年 II COC(Center of Community)
社会福祉学 年 社

会福祉 会 社会福祉 会 学

学 福祉

福祉 学 福祉

大学 学 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 　

第 学

大

　　　　　　　　　　　　　　　 　

日

際
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学

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　

大 学 福祉

大

３ 　

際

３ 　

日

福祉 大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

学 学

際 学

日 日 日
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福祉

福祉 学 　　　　　　　　　　　　　　　　 　

学

大

鹿児島

学

福祉 　　　　　　　 　

学

学 年

学 SA

学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  SA　

会

年 福祉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　大

・ 際

　　

　

・ 学

際
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大 大

　

学

大
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演習論文報告会コメント
711教室

報告担当教員　上 田 雪 子

日 学

　第 学

日

児 児 児

学

第 日

社会

日

第

児

学 児

児 年

児

学 学

学

学
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演習論文報告会コメント
710教室

報告担当教員　山 下 利恵子

学

際

鹿児島

鹿児島

福祉

日

日

社会

日

日

日

年 児

児 児

日
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2017年度演習論文テーマ

（猪飼）ゼミ

　　

徳重　亮太 障害者の雇用と可能性

山口　　凌 フリーターについて 

（岩崎）ゼミ

　　

西尾　美里 認知症 ～まずは知ることから始まる～

上野　美香 音楽療法

紙屋　　茜 認知症と在宅介護サービス

矢野　秀平 マングースについて

新井　優介 認知症とケアのあり方について

五田　雅智 関節リウマチについて

東鶴　玲未 日本食の驚異的な力

田尻　風花 孤独死について －高齢者における孤独死の要因－

平内　晴菜 認知症 ～周辺症状への関わり方～

本村　華那 少子高齢化に伴うライフスタイルの変化
～自分たちは将来どの様な高齢者生活を過ごすのか～

竹田　百佳 福祉施設における介護ロボットの導入について

福元　美月 高齢者介護のあり方 ～福祉の現状とケアする事の大切さ～

濵﨑　雅隆 地域包括ケアシステムと介護福祉士の役割について

渡邊　翔太 生涯野球宣言
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（大山）ゼミ

　　

柳　佑多郎 盲導犬制度について

山口　優花里 子どもの貧困について －子ども食堂の取り組み－

下野　真子 摂食障害について

中村　友美 日本の公的年金制度について －現状と課題－

永山　修二 高齢化社会について

大村　琢也 高齢者とのコミュニケーションについて

野村　明日香 高齢者ドライバーの現状と課題

祷　純也 認知症について

松元　泰輝 ハンドボールについて

（岡田）ゼミ

　　

神薗　美優 クライエントを全人的に受け入れるためには
～援助者の感情のゆらぎに着目して～

中満　瑞樹 統合失調症 ～リカバリーについて～

住田　和紀 ネット依存からの回復 ～我々はどうネットと向き合えば良いのか～

山下　僚介 ハンセン病の課題と現状 ～自分らしく生きるために～

柿木　美帆 音楽が人々に与える癒しの力

小濱　元気 たばこがもたらす影響と病 ～ニコチン依存症について～

若松　怜雅 アルコール依存症患者への支援に関する考察
～自助グループの持つ働きについて～
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田中　聖太 不登校児支援について ～SSWにできること～

粢田 阿友美 知的障害者の結婚・出産について ～ドラマを通して見えてきたこと～

東　哲平 不登校の子どもたち～心のパートナ ー事業参加の体験を通して～

江口　真太郎 発達障害をもった子どもと親支援についての考察

徳永　達哉 『クレッチマーの思想』が語る彼の生涯と業績

黒瀬　絢未 統合失調症患者への回復支援 ～専門職としての関わり方～

指宿　真由 大人のADHDについて

下村　真子 アダルトチルドレンとは何か ～回復支援についての検討～

　（佐野）ゼミ

　　

綾織 美菜代 更生保護ついて ～日本の再犯防止の現状～

田口 椋太 アニメから見る地域おこし

津嘉山 まどか 離島地域における福祉支援

栫 雄太郎 鹿児島の火山の歴史から学ぶこれからの火山との向き合い方について

上村 拓馬 認知症の種類と認知症のケアについて

小薗 眞喜 老老介護の現実 ～94歳認知症祖父の介護体験を通じた実態に関する研究～

東郷 七海 資格取得者の条件別比較
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（増田）ゼミ

　　

北嶋　樹 就学時健康診断とその後の進路について

佐々木　胡子 難聴児の子育てと葛藤

里　幸希 自閉症の歴史と家族のあり方

川畑　彩也夏 運転免許証返納をとりまく本人・家族の葛藤

切原　優人 障害児・者の居宅介護の限界と課題

塩屋　友則 広汎性発達障害に対する向き合い方

今給黎　貴史 就労支援に関する雇用側の抱える問題とその改善策

花牟禮　直人 就労移行支援及び就労継続支援における現状と課題

小田原　祐希 発達障害の子どもと発達障害グレーゾーンの子どもの違い

湯野　健太郎 種子島における高齢者の福祉について

郡山　大志 我が町の地域包括ケアシステムの検証

溝口　飛哉 色彩療法の障害分野での活用可能性

内薗　昂平 高齢者の独居生活を維持するための家族の支援

　（高橋）ゼミ

　　

安本　瑛来 キブツの生活
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（田中）ゼミ

　　

池田　沙織 不登校の現状と課題解決

小丸　万紀子 芸能作品における LGBTの描写に関する一考察

谷口　徳之介 日本における子どもアドボカシー推進に関する一考察

濵田　凌 トランスジェンダーの子どもたち ～生きづらさを解消するために～

馬込　みどり 里子・里親という家族

松下　美春 「子どもを産まない人生」の選択に関する一考察

（中山）ゼミ

　　

有村　佳華 男性介護者の抱える問題と支援について

椛山　紗早 加害者家族の支援について

川畑　まこ 精神障害者の地域移行・地域定着
～グループホーム建設に対する反対運動について～

津川　日向子 肯定的なひきこもり

樋髙　桜子 アダルトチルドレンと自分を見つめて

東福　康平 リーダーシップについて

中山　愛奈 日本におけるいじめ問題の現状と課題

福留　昂大 入眠障害と睡眠不足による影響

福元　海俊 新幹線とリニアモーターカーの技術

溝口　恵梨奈 認知症高齢者と音楽療法 －ソーシャルワーク実習を通して－
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（蓑毛）ゼミ

　　

今林　まどか 「来談者中心療法」が、心理療法の原点となる理由について

郷原　望美 学習障害児への教育の現状と課題について

中　真南穂 ダウン症への理解と最新の研究

井上　未来 聴覚障害者の生活とコミュニケーション方法について

能勢　遥 看取りケアの現状と課題について

内田　美穂 人工内耳の実態と課題について

久保　美菜 実習を通して知的障害者の支援に対する考察

永重　智佳 障害のある人への支援についての一考察

西　綾澄 バレーボール部におけるチームとしての成熟過程について

琉　和博 視覚障害児教育の現状と課題について

市来　勇樹 特別支援教育における児童生徒の表現方法について

山内　あおい 愛着障害の2次障害について

尾平野　隆子 ダウン症児の療育に関する一考察

川畑　舞夏 障害児保育と特別支援教育の連携についての一考察

越牟田　真末 ギフテッドの教育的ニーズに関する一考察

濵崎　寛之 不登校に関する一考察

前田　穣 特別支援教育における疑似体験活動についての一考察
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社会福祉学会自主研究助成の募集
１．助成の目的

鹿児島国際大学社会福祉学会 学 会 学

２．助成の対象

３．助成額

４．申請受付期間（以下  2017年度のものを例として提示）
２０１７年５月１２日（金）－６月９日（金）

５．申請手続方法
　　

号 ３ ３

年 学 号

号 　

６．採否の決定
月

　

７．活動成果発表
年 学会誌 学会 会

　

（研究活動成果の報告については、2017年12月８日(金)演習論文報告会の時に発表予定。 
ただし、報告本数によっては日程および発表方法も変更の可能性あり。）

　

　　　 　

８．助成金の執行
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鹿児島国際大学社会福祉学会会則

［総　則］
第１条　　 会 鹿児島国際大学社会福祉学会 会 鹿児島国際大学福祉社会学

社会福祉学

第２条　　 会 学 会 学 社会

第３条　　 会

会

会 会

会

［組　織］
第４条　 会 福祉社会学 社会福祉学 大学 福祉社会学 学

会

会

第５条　 会

会

会

３ 会

会 社会福祉学

３ 学 学 社会福祉

学 会

年 学 年

　　

［機　関］
第６条　 会 会

会 年 会

３ 会 会 会

第７条　　 会 会

第８条　 会 会 学会

会 学

会 会

会 会

３ 会 学
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会

年

３ 会

会 学

［財　政］
第９条　　 会 会 年 年 学 会 会 年

学

第10条　　 会 会

会 年 月 日 年３月 日

第11条　　会 大学

第12条　　 会 年会 年 月

会

［改廃手続］
第13条　　 会 会

附則
会 年 月 日

会 年 月 日

３ 会 年 月 日

会 年 月 日

会 年 月 日
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2016(平成28)年度 鹿児島国際大学 社会福祉学会 収支決算報告

収入の部
項　　　目 決　算 予　算

前年度繰越金 3,334,249 3,334,249
会費 891,250

896,378 751,250参加費 0

雑収入 5,128

収　入　計 896,378 4,230,627 4,085,499

支出の部
項　　　目 決　算 予　算

「演習論文要旨集」発行費 307,800

1,254,788

300,000

会　議　費 17,850 18,000

自主研究助成費 57,100 300,000

新入生歓迎行事費 260,000 260,000

卒業パーティー開催費 260,000 300,000

「ゆうかり」発行費 251,739 350,000

講演会開催費 97,081 250,000

事　務　費 0 10,000

通　信　費 3,218 10,000

特別事業費 0 0

学生アルバイト料 0 0

会　　費 0 50,000

支　出　計 1,254,788 1,858,000

当年度末残高 2,975,839 …①

収　入 平成29年度会費 787,500 787,500 …②

通帳残高（①+②） 3,763,339 円
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編集後記

社会福祉学 福祉社会学

号 社会福祉学会誌

学 学会誌

号 年

年 鹿児島国際大学

大学

年

2017（平成29）年度　鹿児島国際大学社会福祉学会　運営委員

教員運営委員　　　 　 　　　 　 　　　 　 　　　 　

学生運営委員

　　　　１年： 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　

　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　　

　　　　３年： 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　

　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　

　　　　　　　 　 　　 　 　

会計監査委員　　　 　 　　 　

学生委員　　　 　 　　 　

鹿児島国際大学社会福祉学会誌

ゆうかり　第17号
　 年３月 日

　鹿児島国際大学社会福祉学会

　 鹿児島

　 会社
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